
東苗穂病院

〒007-0803
札幌市東区東苗穂3条1丁目2-18

TEL : 011-784 -1121
FAX : 011-780 -2058

N

東苗穂病院

●新人看護師教育育成をします
●経験に応じた業務分担でサポートします
●職能団体協会費用の補助制度で負担を軽減します
●各種研修、受講補助制度があります

●24時間保育所完備しています
●病児保育は無料で利用できます
●多様な働き方ができます
●学業との両立を支援します
●車通勤できます
●札幌生活を楽しめます

●患者様と向き合う時間を大切にします
●互いに認め合う文化を大切にします
●人事考課制度での評価制度があります
●専門的資格の取得を支援しています（認定看護師など）

看護協会入会で充実した研修が
受けられます。

成長を応援します

Ｌｉｆｅを応援します

やりがいを応援します

ワーク・ライフ・バランスを大切にしています！
有給の連続取得にも努めています。

「その人の持てる力」を大切にして、優しさを
モットーに患者様中心に行動します

なりたい自分  やりたい看護
きっとみつかる

看護部採用のご案内

地域に根ざした豊かな医療と福祉を創造する



天使大学看護学科、JA厚生連旭川厚生看護専門学校、名寄市立大

学保健福祉学部看護学科、北海道医療センター付属札幌看護学

校、市立函館病院高等看護学院、砂川市立病院付属看護専門学校、

滝川市立高等看護学院、北海道美唄聖華高等看護学校専攻科看護

科、北海道大学医学部保健学科看護学専攻、青森県立保健大学健

康科学部看護学科、深川市立高等看護学院、北海道看護専門学校、

日本赤十字北海道看護大学、札幌保健医療大学保健医療学部看護

学科、札幌市立大学看護学部看護学科、釧路市立高等看護学院、

北海道医療大学看護福祉学部看護学科、勤医協札幌看護専門学

校、小樽市立高等看護学院、市立室蘭看護専門学院、順不同

　東苗穂病院は急性期・地域包括医療・回

復期・慢性期の4つの病棟を持つケアミッ

クス型の病院です。患者様は高齢者が多

く多職種と連携して医療を提供するととも

に疾病・障害を抱えながら住み慣れた地域

で暮らすために入退院支援や終末期ケア

の提供が必要とされています。

　また、患者様の多くは複数の疾患や認

知症を併せ持ち、療養生活上のケアを必

要とされています。私たちは患者様が安心

して治療を受け、療養生活が送れるよう知

識・技術・心を統合した患者さま中心の高

齢者看護の提供を目指しております。

　法人グループは医療・介護・予防・住まい・

生活支援を一体的に提供することが可能

であり、病院看護師は生活の視点も持ち、

蝦名　尚子

看護部長
認知症看護認定看護師

社会医療法人豊生会　東苗穂病院について
患者様・ご家族に、信頼される心のこもった看護・介護を提供する

「患者様が主役　親切・丁寧・思いやり」

笑顔で、思いやりの言葉が言える看護師
専門職としての自覚を持ち、責任ある行動がとれる看護師
組織の目的を理解し、自己の役割を認識でき、行動する看護師
専門性を追求し、自ら学び続ける看護師

知識・技術・心を統合した
患者様中心の高齢者看護の提供を目指して

高齢者が疾患を抱えながら住み慣れた地

域で暮らすことが出来るようサポートして

います。

　高齢者看護に興味のある皆さん、とも

に学び高齢者看護の専門家を目指しま

しょう。



私は回復期リハビリ病棟で勤務しています。
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師の役割は脳卒中患者が1日も早く生活の再構築がで
きるように支援することです。
具体的には脳卒中の病態や看護計画立案、ポジショニング、口腔ケア、摂食障害、排泄障害（頻
尿、尿閉、便秘、失禁など）、移動移乗介助、高次脳機能障害、再発予防指導など助言指導対応
できます。

感染管理認定看護師の役割は、施設の状況に合った感染対策を考え施設に関わるすべての人
を感染から守ることです。
患者や職員自身が感染症に罹った時『どんな対策を取ったら良いのか？』『本当にこの方法で
合っているのか？』など疑問に思ったときや、部署内で手指衛生、個人防護具の着脱などの演
習が必要な場合、環境整備、物品の消毒、CVやBaの管理に関することなど感染対策に関する
ご相談があればいつでもご連絡ください。

認知症看護認定看護師は認知症の方にどのように関われば良いか悩むご家族
や医療従事者に対し、適切なアドバイスを行い認知症の方と周囲の人々が安心
して暮らせるよう支援していく役割があります。
認知症の方との対応方法が分からない、コミュニケーション技術を知りたい、
入浴拒否、食事摂取困難、同じことを何度も言う認知症者とのかかわり方、家
族指導などお気軽にご相談ください。

　回復期リハビリテーション看護師の活動内容は「患者、家族に対する質の高
い看護の提供」「個人、集団、組織に対するリスクマネジメント」「多職種との
協働とチームアプローチの実践」とされています。リハビリテーション看護は、
本来人が持っている力を導き出し、その人らしさを大切にしながら生活できる
よう支援することです。多くの患者さんが、病気・外傷によってこれまでの生活
が変化する事への不安を感じながら入院されています。私たちは常に患者さ
ん・ご家族様の声に耳を傾けて　不安なく在宅・社会復帰ができるように、身
体機能の回復・退院後の生活の場の準備を多職種と連携してサポートさせて
頂きます。

回復期リハビリテーション看護師認定者は一般社団法人回復期病棟協会による認定資格です。
病棟における質の高い看護の提供、リスクマネジメント、多職種連携を実践することが役割です。

長谷川　里香

三島　紀子

蝦名　尚子 佐藤　聖佳

石橋　真由美 田中　朝美

アカデミー推進室では、職員の「成長・挑戦・キャリアアップ」
を応援しています。すでにたくさんの職員が豊生会のバック
アップでスキルアップを実現しています。

認定資格者は院内だけでなく、地域住民の方々を対象に介護予防
センターや老人クラブへお伺いし講話を行ったり、また介護施設の
職員に向けて講話や指導を行う活動をしています。

がんリハビリテーション研修

14名

7名

医療安全管理者養成研修

糖尿病重症化予防（フットケア）に
関わる研修会

内視鏡技師

感染管理認定看護師

脳卒中リハビリーテーション
看護認定看護師

認知症認定看護師

認定看護管理者ファースト

認定看護管理者セカンドレベル

認定看護管理者サードレベル

糖尿病療養指導士

認定実務実習指導薬剤師

回復期リハビリテーション
看護師認定コース（回復期
リハビリテーション病棟協会）

13名

1名

7名

1名

1名

1名

1名

2名

1名

1名

学会発表件数
R4年 R5年 R6年

14名

15名 24名 12名

保健師助産師看護師実習指導者 4名

看護管理認定看護師 1名

脳卒中看護では施設職員を対象に、
脳卒中後の「体位」と「ポジショニング」
について講話

感染管理では「手指衛生」「感染のしくみ」
「標準予防策」「個人防護具着脱の訓練」
「感染発生時のシミュレーション」など

認知症看護は「認知症について」「認知症
予防について」をテーマに一緒に自宅でも
できる体操



１日の基本的な業務内容と
タイムスケジュールをご紹介します

8:45 勤務開始・ミーティング

9:00

師長と夜勤者から重要な連絡があります。
ペアの看護師と担当する患者さんの確認や情報交換をします。

ペアの看護師と一緒に病室をまわります。患者さんへの清潔ケアや　
処置を行います。

患者さんの観察、ケア、処置、入退院の準備をします。

12:00

同僚と交替でランチをとります。

昼休憩

13:30

多職種と一緒に治療方針や退院後の生活の課題を検討します

カンファレンス

14:30

ケア後、看護計画の評価患者さんの様子や状態を電子カ
ルテに入力します。リーダーへ報告します。

患者さんのケア

17:15

お疲れさまでした。

勤務終了

年次有給休暇 初回の休暇は3ヶ月勤務後に10日間つきます（法律では6ヶ月勤務後に10日間付）

保育補助 豊生会が運営する保育所があります（保育料の上限 15,000 円） 
外部の保育所をご利用の場合には、保育補助手当を支給（月額 3,000 円） 

病児・
病後児保育

豊生会が運営する病児・病後児保育をご利用の場合、
保育料を翌月給与で還付（1日 3,000円） 

子の看護休暇 小学校就学前のお子さんの病気等の看護のための休暇（5 日間）を取得できます
※法で定められている産前産後休暇、育児休業、育児短時間勤務などは就業規則に定めています。

年間休日数
令和7年度　113日（夏休み2日間・お誕生日休暇1日含む）
看護部有給取得、令和6年度平均 １5日以上

お祝い
●結婚、出産、忌引 それぞれに休日、お祝い金などがあります
　（入院1週間以上、お見舞金があります）
●永年勤続（特休と商品券） 

休日・お祝いについて

子育て支援について

職員健診 法で定める検査内容を上回る検査を実施します
（肝炎、腫瘍マーカー、胃の検査など）

メンタルヘルス 外部に相談窓口を設けています（前口医師・秘密は守られます） 

外来入院診療 法人内医療機関で外来入院診療を受けた場合、窓口で支払い後に費用は後日還付されます
（保険内：1ヶ月上限3万）

ワクチン インフルエンザワクチン無料(家族は特別価格)、その他ワクチンは職員価格

健康管理について

●制服は無償貸与 
●看護協会等職能団体の年会費は 50％法人で負担します
●クラブ活動を行っています（ゴルフ、マラソン、野球、サッカー、バスケ他） 

 その他 



職場環境に
適応する

基礎看護
技術を
実践する

日勤業務を
理解する

チームメンバー
としての役割を
理解する

夜勤業務を
理解する

メンバー
としての役割を
実践できる

複雑な病態
患者の受け持ち
ができる

新採用者オリエンテーション

①社会人基礎力
　接遇マナー、コミュニケー
ション
②バイタルサイン/環境整備

③体位変換/移乗移動

④陰部洗浄、おむつ交換

⑤食事介助/口腔ケア

⑥感染予防

⑦吸引

⑧採血

⑨与薬の技術/薬剤管理

⑩薬剤投与(点滴投与）

⑪膀胱留置カテーテル

⑫輸液ポンプ/
　シリンジポンプ
　フィジカルイグザミ
ネーション

●患者が見えるケアが

　伝わる看護記録

●リフレクション

●複数患者の検温

●シミュレーション　

●急変対応～新人看護師
にできる第一歩～

●BLSの実施

●メンバーシップ ●リフレクション

●事例検討

●事例検討発表会
●医療安全（KYT）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

個人防護具の着脱の練習 フィジカルイグザミネーション

複数患者の検温
シミュレーション 事例発表会後

病棟師長

全体をサポート

学研ナーシングサポート・ナーシングメソッド導入
e-ランニングや看護手順・技術動画を活用しています。インターネット環境下でいつでもどこでも予習復習ができます。

新人看護師

環境づくり

身近な相談相手

新人教育
担当主任

プリセプター

病棟での
サポート体系



東苗穂病院の総合外来は一般外来の他、専門外来とし
て物忘れ外来・神経内科外来・腹膜透析外来等患者の
指導・ケアとフットケア・内視鏡検査など様々な看護・医
療を行える環境です。
病院を拠点とし法人グループ関連施設と連携を図り地
域に根付いた看護・医療の提供を目指しています。
患者待ち時間短縮に向けてWeb問診の導入をはじめ
DX化に取り組み、さらにフロアにはコンシェルジュを配
置し患者の声を聴くことで、患者満足度が高まるよう努
力しています。
働くスタッフには子育て中のママさんナースも多く、休日
などは希望に沿えるように対応しています。

一般病棟は、一日に12～15名の入退院があります。法人グ
ループ内のクリニック・施設からの入院の他、二次・三次救
急病院からの治療継続・リハビリ目的の入院を受け入れて
います。高齢化・長期入院治療に伴
い身体介護度も高くなって入院する
患者が多くいます。患者は、元の生
活に戻りたいと願っています。入院
当初から次の生活の場を検討する医
療カンファレンスを主治医含め看護
師、MSW、リハビリ、栄養士、薬剤師
等で行っています。ADLの低下、認
知機能の低下等で元の生活（在宅・
施設）には戻れない場面も多い状況
です。その中で、最善の生活の場を

私が東苗穂病院総合外来で働きはじめて2年が過ぎ
ました。
結婚を機に看護の現場から離れ子育てをしていく中
で子どもとの時間も大切にしたいけど、やっぱり看護
師として働きたい！と思うようになり子どもが1歳半
の時に再就職を決めました。

久しぶりの仕事で毎日緊張し、それに加えて子育て・家
事もこなすことに最初は慣れず、続けていけるか心配
でした。しかし、外来スタッフのみなさまが親切に優し
く看護や外来のことをたくさん教えて下さったおかげ
で徐々にペースをつかみ、仕事とプライベートを両立で
きるようになりました。
急な休みや早退・遅刻にも柔軟に対応してくれて、「お
大事にね」「気にしなくていいよ」と声をかけて頂き、
何度も救われています。

提案し、それに向けた看護ケア・指導をしています。
今後は外来と情報連携・訪問看護との連携を更に深め入
退院調整・支援を実践したいと考えています。

私は新卒で東苗穂病院に入職し、今年で6年目にな
ります。初めは学生気分から中々抜け出せず大変な
思いをしてきましたが、先輩方から手厚い指導をして
いただいたことや、十分に勉強できる環境があったこ

とで成長することができました。現在は、リーダー業
務を行ったり新入職員の指導についたりすることが
あり、周りを見られるようになった反面自身の勉強不
足を痛感しています。人に教えるためには自分がしっ
かり理解していなければならず、それをどう分かりや
すく説明できるかと悩むことがあり、難しさを実感し
ています。

将来看護大学の講師をしてみたいという思いから、昨
年大学院に入学しました。大学院の授業や研究と仕
事の両立は大変ですが、師長や主任、周りのスタッフ
に気軽に相談できる環境やサポートがあるため続け
ることが出来ています。
今後さらに看護師としてスキルアップ出来るよう、仕
事と学業の両立を頑張っていこうと思います。また、
これまで先輩
方がサポートし
てくれていたよ
うに、今後は自
分が周りをサ
ポート出来るよ
う精進していき
たいです。



回復期リハビリ病棟は、脳血管疾患または運動器疾患など
の患者に対し、ADL向上による寝たきり予防と家庭復帰
を目的として、集中的に多職種でリハビリを実践する病棟
です。
私たちは、一日の始まりから終わりまで、日常生活動作の
全ての場面において、患者様自身で実践できるように工夫
し、サポートしています。重症な状態の患者様であっても、
大切にしている思いに寄り添い、退院後を見据えた支援を
チーム一丸となって実践しています。

療養病棟は医療依存度の高い方が長期に入院される
場所です。多くの方が自分では動くことが出来ず、寝
たままの生活を余儀なくされています。私たちはその
様な方たちの思いに寄り添い、少しでも安楽に過ご
せることを目標に看護介護ケアを行っています。
また小さくとも楽しみになっていただければと、お誕
生会や夏祭り、クリスマスなどのレクリエーションも
行っています。表情の乏しい方が見せてくれる笑顔が
私たちの原動力です。
その様な患者様の笑顔を守る為、私たちはチームで
考え、チームで情報共有を行い、日々の関り方や日々
のケアを大切に行っています。
これからも患者・家族の声に耳を傾け、一人一人に
とっての最善を一緒に考えられる病棟でありたいと
思います。

私が東苗穂病院に入職して約10年が経ちました。入
職後に結婚し、産休育休を経て復帰をしてます。復帰
時は仕事と子育ての両立ができるか、迷惑をかけない
かと不安がありましたが、周りのスタッフのサポート
のおかげもあり楽しく仕事と家庭の両立ができてい
ます。
入職後、新入職員者への指導に携わり、指導内容や方
法について考えることが多くなりました。その時期に
実習指導者講習の受講を勧められ、自身の学びになる

入院時から、不安な気持ちにそっと寄り添い、できたこと
を共に喜びながらリハビリが継続できるように関わってい
ます。また、退院後を見据え、家屋状況の調査や在宅部門
と連携を密にし、退院後も地域で支えられる環境の調整
にも力を入れています。
患者様が「ここでリハビリができて良かった」と
言ってもらえるように、チームでより良い
ケアの実践をしていきたいと思ってい
ます。

と考え受講しました。改めて看護過程の展開、学生指
導のポイントについて学べたことが指導に活かせてい
ると感じています。当院の実習での患者さんとのふれ
あいや経験がより良い未来の看護師を育てる機会に
なれるように努めていきたいです。また、学生に看護の
楽しさややりがいを感じてもらえるような実りのある
実習になるように関わっていきます。

私は、主に急性期で働いてきましたが、双子の育児も
あり小学校へ入るタイミングで、療養病棟へ異動して
きました。最初は慣れない環境でしたが、話せない患
者さんの表情や仕草で感情が読み取る事が出来るよ
うになり、患者の笑顔を引き出せる関係を築けるよう
になりました。いつ看取りになるかわからない患者さ
んと家族が、後悔しないように関わる事が私の看護の
やりがいに繋がっています。今年は看護学生の実習指
導もやらせていただくこととなり、学生に看護の楽し
さを伝えていけたらと思っています。

また子育てで悩んでいた時も、先輩スタッフや上司に
相談すると、親身に話を聞いてくれたり、仕事の調整
等も考慮してくれ、周りに支えられながら働き続ける
ことが出来ました。これからも、育児と両立させなが
ら、看護師としてのスキルアップも目指して頑張ってい
きたいと思っています。

私は東苗穂病院に入職し2年目になります。前職は4
年半、ICUや循環器等急性期で勤務していましたが、

急性期を脱し、生活の場へ帰る患者様の支援に
ついて学ぶため転職しました。急性期と比較し
病状は落ち着いた方が多いですが、高齢化に
伴い、多数の疾患を併せ持った方がほとんど
です。患者様の既往に応じた注意点・観察

の仕方、退院に向けての指導等前職
の経験も活かしながら働
くことが出来ていると感じ

ています。
　回復期リハビリ病棟では、患者様の生活や退院後を
見据えた関わりや支援がより密に必要になります。急
性期経験しかなかったため就業前は漠然とした不安
がありましたが、病棟スタッフは皆優しく、都度丁寧な
指導をして頂けたり、相談しやすい環境にあるため、
順調に仕事を続けることが出来ています。
　これからも回復期の特性や退院支援について学び
を深め、患者様とより良い関わりが出来るよう努力し
ていきたいと思います。



　私たち透析室は最新の機器を備え患者様に安

全で安心した透析治療が受けられることを第一に

考えております。患者様が住み慣れた地域で無理

のない日常生活が送れるよう環境を整え、ご家族

を含め担当ケアマネジャーや訪問看護師・関係施

設の職員と密に連携を取り生活面や精神面での

サポートに努めています。又、栄養科・リハビリ

テーションスタッフや送迎スタッフなどの協力を

得てＱＯＬが向上するように取り組んでいます。

　子育てスタッフが多くライフスタイルに合わせ

た勤務形態や休暇取得が出来るように対応し、働

きやすい職場を目指しています。

　地域包括医療病棟とは2024年の診療報酬

改定の際に新設され、当病院は2025年6月

に新たな病棟としてスタート致しました。当

病棟の役割は、高齢の中軽症患者を受け入れ

て急性期治療と並行して栄養管理とリハビリ

を行い、早期の在宅復帰を目指しています。

高齢患者の在宅復帰率（サ高住、老健、特養

含む）が80％という高い目標に到達するため

に、医師、看護師、リハビリ、管理栄養士、歯

科、医療相談員など多職種と連携したカン

ファレンスを行っています

多職種カンファレンスでは患者のQOLを考え、帰りたい場所

に帰っていただく事を目標としています。簡単ではありません

が、先を見据えた看護・ケアを行い目標が達せられたときに、

また退院時に患者や御家族の笑顔を見たときに、やりがいを

感じています。まだ新しい病棟で試行錯誤は続いています

が、病棟としての今後の課題を多職種で共有して、ともに学

び、ともに成長している活気ある病棟です。

透析治療は、患者様ご本人やご家族にとって、不安や負担が大き

いものです。だからこそ、患者様が安心して治療を受け、快適に過

ごせる空間づくりを第一に考えました。同時に、働く職員一人ひと

りがやりがいを感じ、専門性を高めながら長く活躍できる環境づ

くりにも力を入れています。


